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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　獲得した遊技媒体の個数を検出し、遊技媒体の検出個数に対応する検出信号を出力する
遊技媒体検出手段と、
　該遊技媒体検出手段から入力する上記検出信号を受けて該検出信号をカウントする検出
パルス信号カウント部と、該カウント部でカウントされた上記遊技媒体の検出個数を表示
する計数データ表示部とを具備する遊技媒体個数表示手段と、
　を備えた既存の計数機を具備する遊技媒体の計数表示装置において、
　上記遊技媒体検出手段と上記遊技媒体個数表示手段の上記検出パルス信号カウント部と
の間の上記検出信号の信号ラインに計数手段を接続すると共に、該計数手段に間接税表示
手段を接続し、
　上記計数手段は上記検出パルス信号カウント部に送出される上記検出信号をカウントし
て、上記検出信号のカウント値が「基準値＝１００／税率[％]」に達する毎に一致を検出
する比較手段と、
　上記比較手段の一致検出に基づいて上記検出パルス信号カウント部に出力される上記検
出信号の内、上記遊技媒体の１個に対応する検出信号をカットし、カットした後の検出信
号を上記既存の計数機の上記検出パルス信号カウント部に送出する信号カット手段と、
上記比較手段の一致検出に基づいて遊技媒体の１個に対応する信号を生成し、該信号を上
記間接税表示手段に出力する信号生成手段とを具備するものであり、
　上記間接税表示手段は上記信号生成手段からの上記信号に基づいて上記遊技媒体の総数
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に対応する間接税相当個数を表示するように構成すると共に、
　上記既存の計数機の計数データ表示部において、上記検出パルス信号カウント部からの
上記検出信号に基づいて遊技媒体の総数から間接税相当個数を差し引いた税引き遊技媒体
個数を表示するように構成したものであることを特徴とする遊技媒体の計数表示装置。
【請求項２】
　上記間接税表示手段は、上記間接税相当個数の加算データを記憶し得る蓄積メモリを具
備するものであることを特徴とする請求項１記載の遊技媒体の計数表示装置。
【請求項３】
　上記間接税表示手段に各種インフォメーションを記憶するインフォメーションメモリを
設け、
　上記間接税表示手段に上記メモリ内のインフォメーションを表示し得るように構成した
ものであることを特徴とする請求項１又は２記載の遊技媒体の計数表示装置。
【請求項４】
　上記計数表示装置に設けられたレシート発行ボタンの操作により生成されるレシート発
行信号を検出し得るレシート発行信号検出手段を設け、
　該検出手段の上記レシート発行信号の検出に基づいて上記税引き遊技媒体個数と間接税
相当個数の各カウント値をリセットし得るように構成したものであることを特徴とする請
求項１～３の何れかに記載の遊技媒体の計数表示装置。
【請求項５】
　遊技媒体施設内に上記請求項１～４の何れかに記載の遊技媒体の計数表示装置を複数台
設置すると共に、各計数表示装置を通信線で接続し、
　かつ上記通信線に制御用パソコンを接続し、
　該制御用パソコンと上記各計数表示装置間において間接税データを含む各種データの送
受信を可能としたものであることを特徴とする請求項１～４の何れかに記載の遊技媒体の
計数表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチンコ玉等の遊技媒体の計数時に、間接税額を考慮して計数等を行うこと
で景品交換時等に間接税の徴収を行うことのできる遊技媒体の計数表示装置に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　いわゆるパチンコ店等の遊技施設において間接税としての消費税を徴収する必要がある
が、その徴収には各種の方法が提案されており、実際のパチンコ店においても統一的な取
り扱いがなされていないのが現状である。
【０００３】
　例えば消費税の徴収方法として、パチンコ装置に隣接してカードリーディング機を設け
、該リーディング機にカードと現金を投入し、投入金額から間接税額を減額した有価価値
情報を上記カードに記録することにより、間接税を徴収するシステムが提案されている（
特許文献１）。また、当該文献１には景品交換時に間接税分の獲得球を徴収することが提
案されている。
【０００４】
　また、パチンコ装置に隣接する遊技媒体の貸機において、遊技媒体の購入時に消費税分
を徴収し、遊技価値と消費税額を区分表示することによって払出し貸玉数を遊技者に知ら
せるものが提案されている（特許文献２）。
【０００５】
　また、パチンコ玉の計数装置において、計数したパチンコ玉の数をレシートに印字表示
したり、表示手段に表示する装置が提案されている（特許文献３，４）。
【０００６】
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【特許文献１】特開２００２－１２３６５１号公報（「００１７」欄、「００２４」欄、
「００５３」欄、図１～図４参照）
【特許文献２】特開平１１－２６７３４３号公報（「００２０」欄、図１、図４）
【特許文献３】特開昭６０－１６３６７６号公報
【特許文献４】特開昭５９－２１８１７６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、上記従来の装置（特許文献１，２）では、何れも遊技媒体の貸し出し時に消
費税を徴収するものであるため、このような徴収システムを遊技施設に適用するには遊技
場にある全てのパチンコ装置に設けられた多数の玉貸機を消費税徴収システムに変更しな
ければならず、そのコストが膨大となる。
【０００８】
　また、上記特許文献１には景品交換時に消費税分の獲得球を徴収する旨の開示があるが
（「００５３」欄）、その具体的構成は開示されていない。
【０００９】
　また、上記特許文献３，４の装置では、パチンコ玉の個数は表示されるものの、景品交
換時に間接税を徴収する構成等は開示されていない。
【００１０】
　本発明は、かかる従来技術の課題に鑑みてなされたものであって、景品交換時に間接税
分を徴収することを可能とし、しかも既存の遊技施設において低コストで導入可能な遊技
媒体の計数表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
本発明は上記課題を解決するため、
　第１に、獲得した遊技媒体の個数を検出し、遊技媒体の検出個数に対応する検出信号を
出力する遊技媒体検出手段と、該遊技媒体検出手段から入力する上記検出信号を受けて該
検出信号をカウントして上記遊技媒体の検出個数を表示する遊技媒体個数表示手段とを備
えた既存の計数機を具備する遊技媒体の計数表示装置において、上記遊技媒体検出手段と
上記遊技媒体個数表示手段間の上記検出信号の信号ラインに、上記検出信号をカウントす
ることにより、上記遊技媒体の総数から間接税に相当する個数を差し引いた税引き遊技媒
体個数と、上記間接税に相当する間接税相当個数を計数する計数手段を接続し、かつ上記
税引き遊技媒体個数と上記間接税相当個数とを各々表示する表示手段とを設けたものであ
ることを特徴とする遊技媒体の計数表示装置により構成されるものである。
【００１２】
　上記遊技媒体検出手段は例えば計数センサー（５）、上記遊技媒体個数表示手段は計数
データ表示部（９）を有する計数部（７）等により構成することができる。上記検出信号
は例えば検出パルス信号（ａ）等により構成することができる。上記計数手段は例えば計
数パルスジェネレータ部（６）により構成することができる。上記間接税は例えば消費税
等である。このように構成すると、例えば既存の計数機（２’）の遊技媒体検出手段と遊
技媒体個数表示手段との間に上記計数手段を接続するだけで、表示手段（例えば計数デー
タ表示部（９）、表示部（３ｂ）等）に税引き遊技媒体個数と遊技媒体総数に対応する間
接税相当個数を表示可能な計数表示装置を実現することができる。また、この税引き遊技
媒体個数と間接税相当個数は１つの表示手段（例えば計数データ表示部（９））に表示す
るように構成することもできる。このような装置により、例えばパチンコ等の遊技施設に
おける景品交換時の遊技媒体計数時に、間接税分の獲得球を徴収することができ、しかも
税引き遊技媒体個数と間接税相当個数を共に表示することができる。
【００１３】
　第２に、獲得した遊技媒体の個数を検出し、遊技媒体の検出個数に対応する検出信号を
出力する遊技媒体検出手段と、該遊技媒体検出手段から入力する上記検出信号を受けて該
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検出信号をカウントして上記遊技媒体の検出個数を表示する遊技媒体個数表示手段とを備
えた既存の計数機を具備する遊技媒体の計数表示装置において、上記遊技媒体検出手段と
上記遊技媒体個数表示手段間の上記検出信号の信号ラインに計数手段を接続すると共に、
該計数手段に間接税表示手段を接続し、上記計数手段は上記遊技媒体個数表示手段に送出
される上記検出信号をカウントして、カウント値が「基準値＝１００／税率[％]」に達す
る毎に、上記遊技媒体の１個に対応する上記検出信号をカットすると共に、上記間接税表
示手段に上記遊技媒体の１個に対応する信号を送出するものであり、上記遊技媒体個数表
示手段は上記計数手段からの上記検出信号に基づいて遊技媒体の総数から間接税相当個数
を差し引いた税引き遊技媒体個数を表示するものであり、上記間接税表示手段は上記計数
手段からの上記信号に基づいて上記遊技媒体の総数に対応する間接税相当個数を表示する
ものであることを特徴とする遊技媒体の計数表示装置により構成されるものである。
【００１４】
　上記間接税表示手段は例えば表示部（３ｂ）を有する消費税表示機（３）により構成す
ることができる。上記計数手段は、例えば税率が５％であれば、基準値＝２０を演算し、
例えば検出信号の２０個をカウントする時に検出パルス信号を１パルス分カットする等し
て遊技媒体１個に対応する検出信号をカットすると共に、遊技媒体１個に対応する信号と
して例えば１パルス分の信号（パルス信号）を生成して間接税表示手段に送出するもので
ある。従って、上記遊技媒体個数表示手段には遊技媒体の税引き個数を表示し得ると共に
、上記間接税表示手段には間接税相当分の個数を表示することができる。
【００１５】
　第３に、上記計数手段は上記検出信号のカウント値が「基準値＝１００／税率[％]」に
達する毎に一致を検出する比較手段と、上記比較手段の一致検出に基づいて上記遊技媒体
個数表示手段に出力される上記検出信号の内、上記遊技媒体の１個に対応する検出信号を
カットする信号カット手段と、上記比較手段の一致検出に基づいて遊技媒体の１個に対応
する信号を生成し、該信号を上記間接税表示手段に出力する信号生成手段とを具備するも
のであることを特徴とする上記第２記載の遊技媒体の計数表示装置により構成されるもの
である。
【００１６】
　上記信号カット手段は例えばパルスカット手段（１２ｄ）、上記信号生成手段はパルス
生成手段（１２ｅ）等により構成することができる。また、上記計数手段は、検出信号を
カウントするカウンタ手段（１２ａ）、上記基準値を演算する演算手段（１２ｂ）、上記
カウント値と上記基準値を比較する比較手段（１２ｃ）等を含むことができる。
【００１７】
　第４に、上記間接税表示手段は、上記間接税相当個数の加算データを記憶し得る蓄積メ
モリを具備するものであることを特徴とする上記第２又は３記載の遊技媒体の計数表示装
置により構成されるものである。
【００１８】
　このように構成すると、例えば制御用パソコン（４）等により蓄積メモリ（２０）の内
容を読み出すことにより、例えば１日分の消費税相当個数を容易に取得することができる
。
【００１９】
　第５に、上記間接税表示手段に各種インフォメーションを記憶するインフォメーション
メモリを設け、上記間接税表示手段に上記メモリ内のインフォメーションを表示し得るよ
うに構成したものであることを特徴とする上記第２～４の何れかに記載の遊技媒体の計数
表示装置により構成されるものである。
【００２０】
　このように構成すると、上記間接税表示手段には間接税相当個数のみならず、各種の情
報を表示することができる。
【００２１】
　第６に、上記計数表示装置に設けられたレシート発行ボタンの操作により生成されるレ
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シート発行信号を検出し得るレシート発行信号検出手段を設け、該検出手段の上記レシー
ト発行信号の検出に基づいて上記税引き遊技媒体個数と間接税相当個数の各カウント値を
リセットし得るように構成したものであることを特徴とする上記第１～５の何れかに記載
の遊技媒体の計数表示装置により構成される。
【００２２】
　上記レシート発行ボタンは例えば既存の計数機に設けらたレシート発行ボタン（１０）
を利用して、そのレシート発行信号により上記各カウント値をリセットすることができる
。上記レシート発行信号検出手段は、例えばレシート発行検出回路（１６）、計数リセッ
ト回路（２５）により構成し、各回路により各々計数カウンタ（１２ａ）、計数カウンタ
（１９）をリセットすることにより上記各カウント値をリセットし得るように構成するこ
とができる。
【００２３】
　第７に、遊技媒体施設内に上記第１～６の何れかに記載の遊技媒体の計数表示装置を複
数台設置すると共に、各計数表示装置を通信線で接続し、かつ上記通信線に制御用パソコ
ンを接続し、該制御用パソコンと上記各計数表示装置間において間接税データを含む各種
データの送受信を可能としたものであることを特徴とする上記第１～６の何れかに記載の
遊技媒体の計数表示装置により構成されるものである。
【００２４】
　このように構成すると、制御用パソコン（４）を利用して遊技施設内の全ての計数表示
装置に対するインフォメーションデータ、間接税率の送信、変更等を容易に行うことがで
きる。
【００２５】
　尚、本欄において本発明の構成に対応して実施形態中の符号をカッコ書で記載したが、
これは対応関係を明確にするために便宜上付したものであり、本発明の構成がこれらの構
成部材に限定されるものではない。
【発明の効果】
【００２６】
　以上のように、本発明によると、パチンコホール等の遊技施設に既に設置されている既
存の計数表示装置に計数手段等を付加する等の簡単な構成で、景品交換時に間接税分の遊
技媒体を徴収し得るシステムを構築することができ、低コストで遊技施設全体を間接税徴
収可能な施設に変更することができる。
【００２７】
　また、既存の計数表示装置の内部回路等に大幅な変更を加える必要がなく、極めて効率
的に間接税徴収可能な計数表示装置を実現することができる。
【００２８】
　また、本発明は景品交換時に間接税を徴収するものであるから、従来技術の貸玉機のよ
うに全てのパチンコ装置に隣接して設ける必要もなく、低コストで間接税徴収システムを
実現することができるものである。
　また、計数されたパチンコ玉の税引き遊技媒体個数と間接税相当個数を何れも表示し得
るため、遊技者にとっても分かりやすい計数表示装置を実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　以下、本発明の実施の形態を添付図面に基づいて説明する。尚、以下の実施形態では間
接税として消費税を例に説明する。
【００３０】
　図１は、本発明の計数表示装置１の全体構成を示すものである。当該装置１は景品交換
時に、獲得したパチンコ玉を計数するものであって、パチンコ玉の総数から消費税相当個
数を差し引いた個数（税引き遊技媒体個数）を表示する計数機２と、該計数機２に並設さ
れ、計数したパチンコ玉総数に対応する消費税相当個数を表示する消費税表示機（間接税
表示手段）３、及び該消費税表示機３に対して消費税率変更、消費税相当個数の累積デー
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タの読み取り等を行う制御用パーソナルコンピュータ４（以下、「制御用パソコン４」と
いう）から構成されている。上記計数機２と上記消費税表示機３は単一のユニットＵ１を
構成しており、遊技施設の複数箇所に同様の構成による複数のユニットＵ２，Ｕ３・・・
が配置され、これら複数のユニットは通信線（ＲＳ４８５）により接続され、各々のユニ
ットが上記パソコン４との間でデータの交換を実行可能に構成されている。
【００３１】
　上記計数機２において、パチンコ玉を計数する計数センサー（遊技媒体検出手段）５、
計数部７の構成は既存のパチンコ玉計数機と同様の構成部分であり、上記本発明の計数機
２はかかる既存の計数機（計数表示装置）２’（図２）における信号ラインＬ１に検出パ
ルスジェネレータ部（計数手段）６を装着し、かつレシート発行ボタン１０の押圧に伴う
レシート発行信号が上記ジェネレータ部６及び上記消費税表示機３に送出されるように構
成したものである。ここで、まず、上記検出パルスジェネレータ部６等の構成を有さない
既存の計数機２’について図２に基づいて説明する。
【００３２】
（１－１）既存の計数機２’について（図２）
　上記計数機２’において、５は光センサーの投光部５ａと受光部５ｂからなるパチンコ
玉の計数センサー（遊技媒体検出手段）であり、常時上記受光部５ｂは上記投光部５ａか
らのセンサー光を受光しており、パチンコ玉が通過することによる上記センサー光の遮断
に基づいてパチンコ玉を検出し、該検出に対応する検出パルス信号（方形パルス信号）（
検出信号）ａ（図１１（１）参照）を信号ラインＬ１に出力するものである。即ち、上記
受光部５ｂからは、パチンコ玉の数に対応したパルス数（例えばパチンコ玉１個に方形パ
ルス信号の１パルスが対応）の検出パルス信号ａが信号ラインＬ１に出力される。
【００３３】
　計数部７（遊技媒体個数表示手段）において、８は検出パルス信号カウント部であり、
上記信号ラインＬ１から入力する検出パルス信号ａを順次カウントしてそのカウント値を
表示制御部９ａに出力するものである。上記表示制御部９ａは上記カウント値を数字デー
タに変更して該数字データを計数データ表示部９に送出するものである。
【００３４】
　９は液晶パネル等により構成された計数データ表示部であり、上記表示制御部９ａから
順次入力する数字データ（カウント値）を数字で表示するものである。従って、当該表示
部９には上記計数センサー５で検出されたパチンコ玉の個数が１，２，３・・・と順次リ
アルタイムに表示される。
【００３５】
　１０はレシート発行ボタンであり、計数終了後に「全部」ボタン１０ａを押圧すると、
レシート発行信号がレシート発行部１１に送出されるものである。
【００３６】
　１１はレシート発行部であり、上記レシート発行信号が入力すると、上記カウント部８
から最終のカウント値を取り込み、当該カウント値を印字したレシートＲを発行するもの
である。
【００３７】
　このように、既存の計数機２’は計数センサー５での計数値が「１００個」であれば、
その計数値「１００」をそのまま計数データ表示部９に表示し、かつ「１００個」の表示
されたレシートＲを発行するものである。
【００３８】
　尚、上記レシート発行ボタン１０の「余り返却」ボタン１０ｂを押すと、図示しないパ
チンコ玉返却部から端数となったパチンコ玉が返却される。
【００３９】
（１－２）本発明に係る計数機２について（図１）
　次に、上記計数機２に関する本発明に係る構成を説明する。当該計数機２は上述のよう
な既存の計数機２’において、上記計数センサー（遊技媒体検出手段）５と上記計数部（
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遊技媒体個数表示手段）７の検出パルス信号カウント部８間を結ぶ信号ラインＬ１の線路
途中に計数パルスジェネレータ部（計数手段）６を介装接続し、かつ上記レシート発行ボ
タン１０の「全部」ボタン１０ａの押圧に基づく上記レシート発行信号を上記消費税表示
機３と上記パルスジェネレータ部６に入力し得るように信号ラインＬ２，Ｌ３を追加した
ものである。
【００４０】
　上記パルスジェネレータ部６は図３に示すような構成からなるものである。同図におい
て、該パルスジェネレータ部６は図６～８に示すプログラム等が記憶されたＲＡＭ１１、
上記各プログラムに従って各種の動作を実行するものであり上記計数センサー５からの検
出パルス信号ａの入力を受けて内蔵する計数カウンタ１２ａにて当該パルスをカウントす
る処理等を行うＣＰＵ１２、上記計数センサー５が信号ラインＬ１を介して接続され、上
記検出パルス信号（検出信号）ａを上記ＣＰＵ１２に送出するＩ／Ｏポート１３、上記Ｃ
ＰＵ１２の演算処理により消費税分をカットした検出パルス信号（方形パルス信号）ｂ（
図１１（３））を受け、上記検出パルス信号カウント部８に送出するＩ／Ｏポート１４、
上記ＣＰＵ１２の処理により該ＣＰＵ１２から消費税相当個数のパルス信号（方形パルス
信号）ｃ（図１１（４））を受け、上記消費税表示機３に送出するＩ／Ｏポート１５、上
記レシート発行信号の入力したことを検出し、ＣＰＵ１２に対してリセット信号を送出す
るレシート発行検出回路１６により構成されている。
【００４１】
　上記ＣＰＵ１２は、予めＲＡＭ１１に記憶していた消費税率データＡ（例えばＡ＝５［
％］）を読み出して、基準値Ｘ＝１００／Ａ（Ａ＝５［％］の場合はＸ＝２０）の演算を
行い、上記ＲＡＭ１１に基準値Ｘを記憶する処理を行う。そして、上記計数センサー５か
ら検出パルス信号ａが入力すると、当該検出パルス信号ａを上記Ｉ／Ｏポート１４に出力
すると共に、内蔵する上記計数カウンタ１２ａで該検出パルス信号をカウントアップして
いき、そのカウント値が上記基準値Ｘに等しくなる度に、上記Ｉ／Ｏポート１４に出力す
る検出パルス信号を１パルス分（遊技媒体の１個に相当する１方形パルス信号）だけカッ
トし、その後引き続いて入力する検出パルス信号を上記Ｉ／Ｏポート１４に順次出力する
処理を繰り返し行うものである。また、上記ＣＰＵ１２は上記カウント値が基準値Ｘに等
しくなる度に１パルス分のパルス信号（遊技媒体の１個に相当する方形パルス信号）ｃ（
図１１（４）参照）を上記Ｉ／Ｏポート１５に出力する処理を行う。また、上記ＣＰＵ１
２は上記レシート発行検出回路１６からのリセット信号の入力に基づいて上記計数カウン
タ１２ａをゼロリセットする処理を行うものである。尚、図３中Ｌ１’として既存の計数
機２’の検出パルス信号の流れを示す。
【００４２】
　上記ＣＰＵ１２は例えば図１０の機能ブロックにより構成することができる。同図にお
いて、１２ａは上記計数センサー５からの検出パルス信号ａをカウントし、当該検出パル
ス信号ａをそのまま出力（図１１（１））すると共に、カウント値を比較手段１２ｃに送
出するカウンタ手段（計数カウンタ）、１２ｂは上記消費税表示機３から送られてくる消
費税率Ａに基づいて上記基準値Ｘを演算する演算手段、１２ｃは上記カウンタ手段１２ａ
からのカウント値と上記演算手段１２ｂで演算した基準値Ｘとを比較し、カウント値が基
準値Ｘに達する毎に、即ち検出パルス信号ａの方形パルスの数が基準値（＝２０）に達す
る毎に（図１１の例では検出パルス信号ａが基準値Ｘに達する時に）一致信号（図１１（
２））をパルスカット手段１２ｄとパルス生成手段１２ｅに送出する比較手段、１２ｄは
、常時は上記カウンタ手段１２ａから入力する検出パルス信号をＩ／Ｏポート１４に出力
しており、上記比較手段１２ｃからの一致信号（図１１（２）参照）の入力があると、１
パルス分をカットする動作を行うパルスカット手段（信号カット手段）であり、上記検出
パルス信号ａと上記一致信号とを入力とするＮＡＮＤ動作を行うものである。従って、パ
ルスカット手段１２ｄから出力される検出パルス信号は１方形パルス分がカットされた検
出パルス信号ｂ（図１１（３）参照）となる。１２ｅは常時上記検出パルス信号ａが入力
しており、上記比較手段１２ｃからの一致信号（図１１（２））の入力に基づいて１パル
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ス分の検出パルス信号ｃ（図１１（４）参照）を出力するパルス生成手段（信号生成手段
）であり、上記検出パルス信号ａと一致信号とによるＡＮＤ動作を行うものである。
【００４３】
（１－３）消費税表示機３について（図１、図４）
　次に、消費税表示機３の構成を説明する。この消費税表示機３は、上記検出パルスジェ
ネレータ部６からの消費税相当分の上記パルス信号ｃを受け、パチンコ玉総数に対応する
消費税相当分のパチンコ玉個数を表示部３ｂに表示すると共に、上記制御用パソコン４か
らの各種指令に基づいて消費税の設定等を行う制御部３ａと、上記消費税相当個数（間接
税相当個数）や各種インフォメーションを表示する表示部３ｂとから構成されている。
【００４４】
　上記制御部３ａにおいて（図４参照）、１７は図５及び図９に示すプログラム等が記憶
されたＲＡＭ、１８は上記ＲＡＭ１７に記憶されたプログラムを実行するＣＰＵ、１９は
上記パルスジェネレータ部６から送られてくる消費税相当分のパルス信号ｃをカウントし
、カウント値を上記ＣＰＵ１８に送出する計数カウンタ、２０は上記ＣＰＵ１８から送ら
れてくるカウント値の蓄積データを記憶する蓄積メモリであり、フラッシュメモリ等によ
り構成されている。
【００４５】
　２１は上記ＣＰＵ１８から送られてくるカウント値データ、その他インフォメーション
メモリ２２から送られてくる各種データを文字又は数字データに変換し、表示部３ｂに送
出する表示制御部、２２は上記制御用パソコン４から送られてくる各種文字データを記憶
するインフォメーションメモリであり例えばＥ２ＰＲＯＭ等により構成される。２３は上
記制御用パソコン４からの各種指令、文字データ等を上記メモリ２２に送出し、かつ上記
制御用パソコン４の指令により上記蓄積メモリ２０の消費税蓄積データ（消費税蓄積個数
）を上記制御用パソコン４に送出する通信ポート、２４は上記通信ポート２３に接続され
たもので上記制御用パソコン４からの各種指令、文字データ等を上記計数パルスジェネレ
ータ部６及び他のユニットＵ２，Ｕ３・・・に送信するための通信ポート、２５は上記計
数機２からのレシート発行信号を受けて、上記計数カウンタ１９及びＣＰＵ１８にリセッ
ト信号を送信する計数リセット回路である。
【００４６】
（１－４）制御用パソコン４について
　上記制御用パソコン４は、遊技施設内の全てのユニットＵ１，Ｕ２・・・に対して、イ
ンフォメーション情報、及び消費税率データの書換え指令及びインフォメーション情報及
び消費税データの送信、各ユニットの累積メモリ２０に蓄積された消費税蓄積データの読
み取り等を行うものである。
【００４７】
　本発明は上述のように構成されているものであり、次にその動作を説明する。
（２－１）初期設定、データ変更について（図５、図６、図７）
　まず、制御用パソコン４から消費税表示機３に対してインフォメーション用の文字デー
タ書き込み指令と共に文字データ（インフォメーションデータ）を送信する。すると、上
記表示機３のＣＰＵ１８は、通信ポート２３を介して文字データ書き込み指令があったこ
とを検出し（図５Ｐ１）、インフォメーションメモリ２２内に上記文字データ（例えば「
消費税率は３％です」等のデータ）を書き込む（図５Ｐ２）。また、上記制御用パソコン
４から消費税表示機３に対して既に書き込まれた文字データの文字書き換え指令（変更指
令）を与えた後、変更データを送信すると、上記ＣＰＵ１８は、上記制御用パソコン４か
ら文字書換え指示があったことを検出し（図５Ｐ３）、上記変更指令に基づいて（図５Ｐ
４）、上記メモリ２２内の文字データを送信された変更データ（例えば「消費税率は５％
です」に書き換える（図５Ｐ５）。このような処理により、上記表示部３ｂに「消費税率
は５％です」との文字情報が表示され（図９Ｐ７）、また当該文字データを変更すること
ができる。
【００４８】
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　また、上記制御用パソコン４にて消費税率データＡ（ここではＡ＝５［％］とする）を
含む初期設定指令を入力すると、当該指令が通信ポート２３，２４を介して計数機２の計
数パスルジェネレータ部６のＣＰＵ１２に送信され、当該ＣＰＵ１２は制御用パソコン４
からの書き込み指令があったことを検出し（図６Ｐ１）、当該消費税率データＡ（５％）
をＲＡＭ１１に書き込む（図６Ｐ２）。その後、ＣＰＵ１２の演算手段１２ｂは基準値Ｘ
＝１００／Ａ（Ａ＝５％の場合はＸ＝２０）の演算を行い（図６Ｐ３）、演算結果（基準
値）Ｘ（＝２０）をＲＡＭ１１に記憶する（図６Ｐ４）。尚、例えばＡ＝３％の場合は端
数を切り捨てて基準値Ｘ＝３３とする。
【００４９】
　また、消費税率を変更する場合は、制御用パソコン４にて消費税率の変更データを含む
変更指令を入力すると、当該変更指令が上記通信ポート２３，２４を介して計数パスルジ
ェネレータ部６の上記ＣＰＵ１２に送信され、当該ＣＰＵ１２は制御用パソコン４からの
変更指令があったことを検出し（図７Ｐ１）、上記ＲＡＭ１１の内容を変更後の消費税率
Ａ’に書き換えて（図７Ｐ２）、変更後の消費税率Ａ’に基づいて上記演算手段１２ｂが
基準値Ｘ’＝１００／Ａ’の演算を行い（図７Ｐ３）、上記ＲＡＭ１１の基準値Ｘを基準
値Ｘ’に書き換える（図７Ｐ４）。尚、変更指令が存在しない場合は、現在設定されてい
る消費税率にて処理が実行される（図７Ｐ５）。
【００５０】
　このような初期設定或いは変更処理は、上記制御用パソコン４からの各種指令及びデー
タが通信ポート２４を介して他のユニットＵ２、Ｕ３、・・・にも同時に送信され、各ユ
ニットにおいても同様の処理が行われ、各ユニットのインフォメーション表示の記憶、変
更、消費税率の設定、変更が同時に行われる。
【００５１】
（２－２）パチンコ玉の計数動作（図８）
　次に、上述のような初期設定動作を終了した状態で、パチンコ玉の計数動作について説
明する。尚、説明の簡単のため、消費税率Ａ＝５％、計数機２で１００個のパチンコ玉を
計数するものとする。
【００５２】
　上記計数機２において、遊技者が獲得したパチンコ玉を計数ホッパー等のパチンコ玉投
入部（図示せず）に投入すると、計数センサー５のセンサー光がパチンコ玉により遮蔽さ
れ、これによりパチンコ玉の個数に対応する検出パルス信号ａ（例えばパチンコ玉１個に
１方形パルスを対応したもの）が信号ラインＬ１、Ｉ／Ｏポート１３を介してＣＰＵ１２
に順次入力していく（図１１（１））。すると、該ＣＰＵ１２は上記検出パルス信号の入
力を検知し（図８Ｐ１）、順次入力する検出パルス信号のパルス数を内蔵する計数カウン
タ（カウンタ手段）１２ａでカウントアップしていくと共に（図８Ｐ２）、パルスカット
手段１２ｄ、Ｉ／Ｏポート１４を介してかかる検出パルス信号を上記計数部７の検出パル
ス信号カウント部８に順次送出していく（図８Ｐ３、Ｐ５）。そして、上記ＣＰＵ１２の
比較手段１２ｃは上記計数カウンタ１２ａのカウント値が上記ＲＡＭ１１に記憶している
基準値Ｘ（＝２０）に達することを検出すると（図８Ｐ３）、即ち上記カウンタ手段１２
ａで２０個のパルスがカウントされると、その度に一致信号（図１１（２）参照）をパル
スカット手段１２ｄに送出する。尚、図１１の例では、カウント値が基準値Ｘ＝２０に達
する毎に一致信号（図１１（２））を送出する処理を行っている。これにより上記パルス
カット手段１２ｄは検出パルス信号の１方形パルス分の上記Ｉ／Ｏポート１４への送出を
停止する（図８Ｐ４）。即ち、上記カウント値が基準値Ｘに達する度に１パルスがカット
される。本実施形態の場合、消費税率Ａ＝５％であるから、検出パルス信号ａが２０個カ
ウントされる度に１パルス分カットされた検出パルス信号ｂが上記検出パルス信号カウン
ト手段８に送出されていく（図１１（３）参照）。
【００５３】
　従って、上記検出パルス信号カウント部８では、計数カウンタ１２ａで２０パルスの検
出パルス信号ａがカウントされると１９個の検出パルス信号ｂをカウントし、同カウンタ
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１２ａで４０パルスの検出パルス信号ａがカウントされると３８個の検出パルス信号ｂを
カウントする等の処理が行われる。
【００５４】
　また、上記ＣＰＵ１２の比較手段１２ｃは上記処理と同時に、上記検出パルス信号のカ
ウント値が基準値Ｘ（＝２０）に達する毎に（図８Ｐ３’）、パルス生成手段１２ｅに一
致信号（図１１（２））を同時に送出し、これにより該パルス生成手段１２ｅから１パル
ス分のパルス信号ｃ（図１１（４））が生成され、該パルス信号ｃがＩ／Ｏポート１５を
介して上記消費税表示機３に順次送出されていく（図８Ｐ６、Ｐ７）。従って、上記計数
カウンタ１２ａで２０パルスの検出パルス信号ａがカウントされる度に１パルスのパルス
信号ｃが消費税表示機３に送出される。
【００５５】
　このような処理によって、上記計数センサー５が１００個のパチンコ玉を計数すると、
上記ＣＰＵ１２に１００パルス分の検出パルス信号ａが送出され、上記検出パルス信号カ
ウント部８に９５個の検出パルス信号ｂが送出されると共に、上記消費税表示機３には５
パルス分のパルス信号ｃが送出されることになる。
【００５６】
　上記計数機２の検出パルス信号カウント部８は、上記ＣＰＵ１２から送られてくる検出
パルス信号ｂのパルス数をカウントアップして行き、計数値データを表示制御部９ａに順
次送出していく。上記表示制御部９ａは上記計数値データに対応する数字データを計数デ
ータ表示部９に出力していき、当該計数データ表示部９には上記計数センサー５における
パチンコ玉の検出と略リアルタイムに「１」からパチンコ玉の計数個数が表示され、最終
的に計数値（１００）から消費税分を差し引いた「９５」が表示される。
【００５７】
　上記計数センサー５におけるパチンコ玉の計数動作が終了した時点で、操作者がレシー
ト発行ボタン１０の全部ボタン１０ａを押圧すると、レシート発行信号がレシート発行検
出回路１６に送出されると共に、同信号が消費税表示機３の計数リセット回路２５に送出
される。
【００５８】
　上記レシート発行検出回路１６は、ＣＰＵ１２に対してリセット信号を送出し、これに
よりＣＰＵ１２はレシート発行ボタン１０が押されたことを検出し（図８Ｐ７）、これに
基づいて内蔵の計数カウンタ１２ａをゼロリセットし、待機状態に戻る（図８Ｐ８、Ｐ９
）。
【００５９】
　尚、上記レシート発行ボタン１０を押した時点でレシート発行部１１から消費税分を差
し引いた「９５」が印字されたレシートＲが発行される。
【００６０】
（２－３）消費税表示機３の動作（図９）
　消費税表示機３においては、上記初期設定動作をした時点で、その表示部３ｂにはイン
フォメーション情報（例えば「消費税率は５［％］です」）が表示されている状態にある
（図９Ｐ７）。ここで、図８のステップＰ６の処理により、上記ＣＰＵ１２が上記基準値
Ｘ（＝２０）をカウントする度に、該ＣＰＵ１２からＩ／Ｏポート１５を介して１パルス
ずつのパルス信号ｃが消費税表示機３の計数カウンタ１９に入力すると、該計数カウンタ
１９は上記パルス信号が入力する度にそのパルス数をカウントし、カウントパルス値をＣ
ＰＵ１８に送出する。すると、上記ＣＰＵ１８はカウントパルスが入力したことを検出し
（図９Ｐ１）、入力するカウントパルスをカウントアップしていくと共に（図９Ｐ２）、
ＲＡＭ１７にカウント値を順次出力し、当該ＲＡＭ１７においてパルスカウント値を積算
してく（図９Ｐ３）。従って、該ＲＡＭ１７には、既に蓄積されているカウント値（例え
ば「２０」）に新たに入力するカウント値「５」が加算されていく（この場合、ＲＡＭ１
７の加算カウント値は「２５」となる）（図９Ｐ３）。
【００６１】
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　上記ＣＰＵ１８は上記計数カウンタ１９からの上記カウントパルスの入力に基づいて、
同様にカウントデータが存在することを検出し（図９Ｐ８）、当該カウントパルスを表示
制御部２１に順次送出していく（図９Ｐ９）。該表示制御部２１はインフォメーション情
報を消去すると共に、入力するカウントパルスを数字データに変換し、上記表示部３ｂに
順次送出していく（図９Ｐ９）。これにより、表示部３ｂに既に表示されていたインフォ
メーションデータが消去され、消費税相当分の個数がリアルタイムに表示されていく。即
ち、上記表示部３ｂには上記カウントパルスが入力される度に「１，２，３・・・」の数
字が順次リアルタイムで表示され、最終的にパチンコ玉総数１００個の消費税分５％に相
当する「５」が表示される。
【００６２】
　上記計数機２での計数が終了し、レシート発行ボタン１０が押されると（図８のステッ
プＰ７のタイミング）、レシート発行信号が消費税表示機３の計数リセット回路２５に入
力し、ＣＰＵ１８に計数リセット信号が入力すると（図９Ｐ４）、該ＣＰＵ１８は計数カ
ウンタ１９の内容をゼロリセットし（図９Ｐ５）、待機状態に移行する（図９Ｐ６）。
【００６３】
　また、上記ＣＰＵ１８は、上記レシート発行信号の入力に基づいて（図９Ｐ４）、上記
表示部３ｂに消費税相当分の最終個数である「５」を固定表示する（図９Ｐ１０）。そし
て、上記ＣＰＵ１８は、上記固定表示した時点から内蔵タイマにより計時を開始し、数分
経過したこと（例えば３分経過）を検出すると、上記表示制御部２１に上記消費税相当個
数である「５」を消去して上記インフォメーションデータを再表示する旨の指令を与える
（図９Ｐ１１）。この結果、上記表示部３ｂに表示中の消費税相当個数「５」の表示が消
去され、インフォメーションメモリ２２内のインフォメーションが再び表示される（図９
Ｐ７）。
【００６４】
　さらに、上記ＣＰＵ１８は、上記計数リセット信号の入力に基づいて（図９Ｐ４）、上
記ＲＡＭ１７に蓄積した蓄積データ（上記「２５」）を、蓄積メモリ２０に書き込みする
（図９Ｐ１２）。
【００６５】
　上述の処理により、上記消費税表示機３の表示部３ｂには計数したパチンコ玉の全個数
に対する消費税分に相当する個数「５」が表示されると共に、上記蓄積メモリ２０には当
該消費税相当個数が順次蓄積されていく。
【００６６】
（２－４）１日分総個数読み出し動作
　１日の営業が終了した時点で、制御用パソコン４から上記消費税表示機３に対して消費
税読み出し指令を送出すると、上記ＣＰＵ１８は上記通信ポート２３を介して当該指令を
検出し（図９Ｐ１３）、蓄積メモリ２０に蓄積された蓄積データ（１日分のパチンコ玉の
消費税相当個数）を制御用パソコン４に送出する（図９Ｐ１４）。その後、ＣＰＵ１８は
上記蓄積メモリ２０の内容をクリアする（図９Ｐ１５）。
【００６７】
　上記制御用パソコン４では、入力する蓄積データにより、当該ユニットＵ１の１日分の
トータルの消費税相当個数を認識することができる。
【００６８】
　尚、上記消費税読み出し指令は、通信ポート２４を介して他のユニットＵ２，Ｕ３・・
・にも送出され、これら他のユニットにおいても同様の処理により１日分のトータルの消
費税相当個数が上記制御用パソコン４に送出される。従って、制御用パソコン４において
は、当該遊技施設全ての場所に設置した各ユニットにおける消費税相当個数を認識するこ
とができる。
【００６９】
　上記実施形態では税引き遊技媒体個数は計数データ表示部９に、間接税相当個数は消費
税表示機３の表示部３ｂに表示するように構成したが、表示制御部２１の出力データを上
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記計数データ表示部９に送出し、該表示部９にて税引き遊技媒体個数と間接税相当個数を
表示し得るように構成しても良い。
【００７０】
　以上のように、本発明によると、パチンコホール等の遊技施設に既に設置されている既
存の計数機２’に計数パルスジェネレータ部６と消費税表示機３を付加するだけで、景品
交換時に消費税分の遊技媒体を徴収するシステムを構築することができ、低コストで遊技
施設全体を消費税徴収可能な施設に変更することができる。
【００７１】
　また、計数パルスジェネレータ部６は既存の計数機２’の検出パルス信号ラインＬ１に
介挿接続するだけでよく、さらに既存の計数機２’のレシート発行信号を利用してカウン
ト値をリセット可能な構成であるため、既存の計数機２’の内部回路等に何ら変更を加え
る必要がなく、極めて効率的に消費税徴収可能な景品交換システムを構築することができ
る。
【００７２】
　また、本発明は景品交換時に消費税を徴収するものであるから、従来技術の貸玉機のよ
うに全てのパチンコ装置に隣接して設ける必要もなく、極めて低コストで消費税徴収シス
テムを構築することができる。
【００７３】
　また、計数されたパチンコ玉の税引き遊技媒体個数と間接税相当個数を何れも表示し得
るため、遊技者にとっても分かりやすい計数表示装置を実現することができる。
【００７４】
　また、消費税表示機３の蓄積メモリ２０内に消費税相当個数を蓄積するように構成した
ため、制御用パソコン４にて当該計数表示装置における消費税相当個数の累積データを容
易に取得することができる。
【００７５】
　また、本発明の計数表示装置を通信線で接続し該通信線に制御用パソコン４を接続する
ことにより、制御用パソコン４で全ての計数表示装置に対する一括したデータ（インフォ
メーションデータ、消費税設定データ、累積消費税相当額データ等）の送受信、消費税デ
ータ、インフォメーションデータの変更を行うことができ、極めて効率的な消費税徴収シ
ステムを構築することができるものである。
【図面の簡単な説明】
【００７６】
【図１】本発明に係る遊技媒体の計数表示装置の全体構成を示すブロック図である。
【図２】既存の計数機の構成を示すブロック図である。
【図３】同上装置における検出パルスジェネレータ部のブロック図である。
【図４】同上装置の消費税表示機における制御部の構成を示すブロック図である。
【図５】同上装置の制御部の動作手順を示すフローチャートである。
【図６】同上装置の検出パルスジェネレータ部の動作手順を示すフローチャートである。
【図７】同上装置の検出パルスジェネレータ部の動作手順を示すフローチャートである。
【図８】同上装置の検出パルスジェネレータ部の動作手順を示すフローチャートである。
【図９】同上装置の消費税表示機の動作手順を示すフローチャートである。
【図１０】同上装置の計数パルスジェネレータ部の機能ブロック図である。
【図１１】同上装置の計数パルスジェネレータ部の各パルス信号のタイミングチャートで
ある。
【符号の説明】
【００７７】
１　計数表示装置
２，２’　計数機
３　消費税表示機
３ａ　制御部
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３ｂ　表示部
４　制御用パソコン
５　計数センサー
６　計数パルスジェネレータ部
７　計数部
８　検出パルスカウント部
９　計数データ表示部
１０　レシート発行ボタン
１２　ＣＰＵ
１２ａ　計数カウンタ
１２ｂ　演算手段
１２ｃ　比較手段
１２ｄ　パルスカット手段
１２ｅ　パルス生成手段
２０　蓄積メモリ
２２　インフォメーションメモリ
ａ，ｂ　検出パルス信号
ｃ　パルス信号
Ｌ１　信号ライン

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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